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1.1.2 日本における LGBTムーブメント 
















                                                   
1 「オリコン年間映像ランキング 2018」のテレビドラマ DVD 部門・BD 部門において 1
位を獲得。また、「テレ朝キャッチアップ」での見逃し配信再生回数で、テレビ朝日史上
初となる 100 万再生を突破。さらには、「2018 ユーキャン新語・流行語大賞」にもトップ
10 入りを果たした。 
2 中井啓人, 大藪毅. 日本型 LGBT ムーブメントの提案：日本における欧米型 LGBT ムー






































                                                   
3 ここでいう「やおい」とは、当時の BL 愛好者を指す言葉である。 
6 
 
示す」と述べた。また、この「進化形 BL」は既存の BL 作品のパスティーシュであり、既
存の BL 作品で排除されていた女性性や、他者に過ぎなかったゲイ男性について「誠実な想































                                                   














 BL の作品形態は、小説・漫画・テレビアニメ・ゲーム・CD など多岐にわたる。本研究
ではその中でも主要な作品形態である小説・漫画を「BL 書籍」と定義する。BL 書籍には、





















                                                   
































                                                   
る一考察―. 広島修大論集. 2013, vol. 54, no. 1, p. 207-220. 
7 日本大百科全書（ニッポニカ）. “セクシュアリティ（せくしゅありてぃ）とは”. コトバ
ンク. 
https://kotobank.jp/word/%E3%82%BB%E3%82%AF%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%8





























 1.5.1 の項で述べた通り BL の作品形態は多岐にわたる。そのため、調査協力者は、現在、






                                                   
8 調査者と調査協力者との間にある信頼関係のことである。”社会調査基礎用語”. 社会

























 性別 インタビュー当時の職業 インタビュー年月日 
A さん 女性 大学院生（2016）、IT 系（2018） 2016/05/05, 08/04, 12/03, 2018/11/17 
B さん 女性 大学院生（2016）、医療系（2018） 2016/08/24, 09/27, 2018/11/03～12/1510 
C さん 女性 大学院性（2016）、編集者（2018） 2016/09/09, 10/28, 12/01, 2018/11/18 
E さん 女性 大学院生、（2016）事務員（2018） 2016/09/23, 11/15, 2018/12/23~2411 
F さん 男性 大学院生 2018/05/08, 06/0812, 07/27, 11/10 
G さん 女性 大学生 2018/10/04, 11/08, 12/2113 
 
3.2 質問項目 
（1）BL 愛好者としての自分自身と愛好する BL の作品について 
 調査協力者自身が、BL 愛好者としてどのようなスタンスで、現在まで BL 書籍を愛好し
てきたのかを質問した。具体的には、「腐女子／腐男子」といった自称を用いるか、BL 愛好
の趣味を周囲に明かすか、といった内容を質問した。 




 調査協力者が、周囲の人間に対してどの程度 BL 愛好を明かしているか質問した。周囲の
人間としては、家族、友人、知人、恋人等複数の相手を想定した。 





                                                   
10 対面での調査が不可能であったため、同意のもとメールでやり取りを行った。 
11 同上 
12 この回のみ、F さんと共通の知人であった M さんを交え、両者の同意のもとでインタ















 A さんは、卒論調査当時大学院 1 年生で、現在 IT 系の企業に勤める BL 愛好者女性であ
る。中学生の頃から BL 書籍を愛好し始め、BL 愛好歴は 12 年である。また A さんは BL
書籍を愛読するだけでなく、自分自身で BL 書籍を作り、同人誌即売会で頒布した経験もも
つ。 
（1）BL 愛好者としての自分自身と愛好する BL の作品について 






い方だけど、この例えば攻めは私だ、みたいな[中略]BL っていうか二次創作の BL 
 





 一方で大学入学後は、出版社から発売された商業 BL と呼ばれるような BL 書籍をよく読
むようになっている。高校時代に友人から商業 BL を薦められた A さんは、その書籍との
出会いについて、「長らく自分が求めてきたものをやっと見つけた」と語っていた。A さん









差がある物語を「好きになれない」と語る A さんは、「対等な関係性」が描かれた BL 書籍
を愛好していた。 





う。だから、BL じゃないものを BL にしてるっていうことではない 
 
というように、原作者が BL 愛好者であることによるジャンルの特殊性を語った。通常の二
次創作 BL では、原作が BL ではない作品において関係性を読みかえることで BL として成



















                                                   
14 ある作品のファンや、また中でも二次創作を行う人々を指して「界隈」と呼ぶことがあ
る。「界隈」の人々は、後述する Twitter や pixiv 等での個人間での交流を通して、コミュ
ニティを形成することもあるため、「界隈」は、こうしたコミュニティが形成されている
意味も含めて用いられることもある。 





































                                                   














に LGBT サークルに所属し、大学院での研究も、BL 書籍と LGBT 当事者との関係性に着
目したものであった。A さんは就職した現在でも、セクシュアル・マイノリティに関連した
活動に参加している。 






























 B さんは、卒論調査当時大学院 1 年生で、現在は医療現場で働く BL 愛好者女性である。
BL 愛好歴は中学生からで、12 年であった。また B さんは、A さんと古くからの友人であ
った。 
（1）BL 愛好者としての自分自身と愛好する BL の作品について 






























































































 C さんは、卒論調査当時大学院 2 年生で、現在漫画編集者として働く BL 愛好者女性であ
る。BL 愛好歴は約 10 年で、高校生の頃から BL 書籍を愛読し始めた。大学院時代に BL 書
籍の出版社でのインターンシップ経験がある。また、A さんとは大学院時代から交流があ
る。 
（1）BL 愛好者としての自分自身と愛好する BL の作品について 





                                                   


















このように C さんは、自分自身のセクシュアリティが「微妙」であることが、BL という同
性愛の物語を読むことで発覚する恐怖によって、BL 愛好を隠していた。 






















 学生時代を振り返った C さんは、周囲の友人が、「ホモ」という言葉を使うのを頻繁に耳






















の BL 書籍を愛好していることが分かった。 
またこの愛好は、BL 愛好よりもセクシュアリティに直接関係のあることとして、周囲に隠
す気持ちが大きいと語った。 














 E さんは、卒論調査当時大学院 2 年生であり、現在は事務員として働く BL 愛好者女性で
ある。BL 愛好歴は、調査当時までで 11 年あり、初めて BL に触れたのは中学 2 年生の頃
だった。 
（1）BL 愛好者としての自分自身と愛好する BL の作品について 
 E さんは、BL 書籍の存在を知ったきっかけとして、定期購読していた文芸系雑誌『ダ・























目を感じることがあるという。このことについて E さんは、 
 
彼氏と付き合い始めは、ごめんねとは言ったかも[中略]普通のきゃぴきゃぴした






































られた経験も、E さんにとって BL 愛好を隠さなければならない理由となっていた。 
 
（3）調査協力者自身のセクシュアリティ観・恋愛観 

































 F さんは、現在大学院 2 年生の BL 愛好者男性である。BL 愛好歴は約 10 年で、初めて
BL に触れたのは中学生だという。また、F さんはゲイ当事者である。 
（1）BL 愛好者としての自分自身と愛好する BL の作品について 
 F さんは、BL に興味をもったきっかけについて、 
 
『純ロマ22』を観て、これだ！って。なんかすごい、キュンキュンしたし、すご
                                                   
22 『純情ロマンチカ』は、中村春菊による BL 漫画である。2008 年に初めてテレビアニ






と語った。このように F さんは、ゲイ当事者であったことで BL 愛好を始めた。そのため、





























 また F さんは、好きになる BL 書籍のキャラクターやシチュエーションについて、 
 
                                                   











 F さんは、周囲に BL 愛好を特に隠す気持ちはないと語りながらも、過去には家族や周囲




















 F さんはゲイを自認する男性であり、 
 
物心ついたときからずっと恋愛対象が男性だったので、だから途中で変わった


























































































































 G さんは、現在大学 3 年生の BL 愛好者女性である。BL 愛好歴は現在 10 年目で、初め
て BL に触れたのは小学 5 年生の時であった。また、G さんは BL 書籍を愛読するだけでな
く、自分自身で BL 書籍を書き、ネット上で公開することもしている。 
（1）BL 愛好者としての自分自身と愛好する BL の作品について 





















 G さんは BL 書籍の中でも二次創作を好んでいた。上述の「過激」さは、二次創作を好ん
でいるからこそ発揮されるものである。しかし G さん自身が BL 書籍を書く場合は、自身
が作ったオリジナルのキャラクターを用いる場合もあった。これは、「解釈違い」が許せな
いという意識の大きな表れである。 
 また、G さんの好きな BL の関係性として「ホモ」という概念がある。G さんはこの言葉
について、 






































 G さんは、現在の大学での環境について、BL 愛好に理解のある人が多いと感じていた。
そのため、最近では BL 愛好という趣味をあまり隠さないと語った。しかし、上述の「過激
な腐女子」としてのあり方は、表明しないように気を付けているという。 
 また現在でも親には BL 愛好の趣味を隠しているという話から、現在に至るまでも特に


















 G さんが、BL 愛好を「一般に受け入れがたい」と感じるようになったのは、 
 
BL って結構あれだな、当時検索とかで、伏字、伏字じゃないけど[中略] D グレ
31だったら D 灰って書くみたいな 
 
















 G さん自身は男性との交際経験があり、異性愛者を自認していた。なお G さんは、セク
                                                   























第 4章 考察 
4.1 BL愛好を隠すこと、明かすこと 
4.1.1 BL愛好を隠す意識の詳細 
本節では、BL 愛好者たちの BL 愛好を隠す行為に着目し、それがどういった背景から起
こっているのかを考察した上で、BL 愛好を周囲に隠す人々が趣味を共有する場について述
べたい。まず本項では、BL 愛好者たちが BL 愛好を隠すに至った背景について考察する。 


































BL って結構その、18 禁な部分も多いから、BL の話をすごい大声でするのって












 そして BL 愛好を隠す第三の理由は、自分自身の同性愛指向を含んだセクシュアリティに
気付かれたくない、という理由であった。これは、セクシュアル・マイノリティ当事者の中
でも恋愛対象が同性のみである F さんと、恋愛対象が同性のみであると自認していた期間









 その例外である A さんは、相手に対して配慮の必要な場合は隠すことがあったが、基本
的には隠しておらず、また Twitter 上では公開していた。これは、A さんが BL 書籍に関す
る研究を本格的に行ってきたことや、BL 愛好者が BL 愛好を卑下することへの反発の表れ
である。 
 また、多くの調査協力者が BL 愛好を隠していると語った一方で、いずれの協力者も BL
愛好を完全にやめようとはしなかった。例えば、E さんの「それからはバレないように気を
































 前項では、社会からの偏見を感じる BL 愛好者が、愛好を隠しながらも続けていくこと
を、セクシュアル・マイノリティ当事者と近しい境遇にあると考察した。セクシュアル・マ
イノリティ当事者はその指向によってコミュニティをつくり、連帯していくが、これと同様




や SNS 活用に関する語りに着目して考察する。 
 BL 愛好者たちは BL 愛好という趣味のもとに集まり交流を深めるが、調査協力者の中で
も自身を「過激な腐女子」と表現する G さんは、その極端な例であった。二次創作におい
                                                   













































 こうした SNS の活用は、BL 愛好を周囲に隠す調査協力者に限ったことではなく、愛好





























ゲイ）ひっくるめて BL みたいな。 
 
このように G さんは、「ゲイ」という言葉と比較しながら意味付けを行い、BL という文
脈の中でホモという言葉を用いている。また同様に B さんも、BL においてホモという言葉



















また、この「ホモ」という言葉は、インターネットや SNS の影響を強く受け、BL 愛好
者の間で広まっていったと予想できる。先に述べた G さん以外でも複数の調査協力者たち
の語りにおいて、pixiv や Twitter といったツールが話題にのぼった。特に、SNS である











と語るように、調査協力者たちも、Twitter を用いる BL 愛好者が多いことを実感していた。
先の 4.1 でも述べた通り、BL 趣味を周囲に隠す愛好者たちは、匿名性の守られる Twitter
上では、リアルの人間関係を切り離すことが可能であるため、趣味を隠す必要がない。趣味
を隠す必要がないことは、同じ趣味をもつ者同士が繋がる40ことを可能にする。 
                                                   
40 Twitter における「フォロー」という機能は、Twitter における他者との繋がりを表す
代表的なものである。SNS はコミュニケーションの場として開かれた場でありながらも、
こうした機能によって、コミュニケーションの相手を限定することが可能である。この点










4.2.2 差別語としての「ホモ」に向き合う BL愛好者 
一方で、現実世界において「ホモ」という言葉には、男性同性愛者に対する侮蔑の意味を
込めて用いられてきたという歴史があり、セクシュアル・マイノリティ当事者の間では差別








 4.2.1 の通り、BL 愛好者たちが用いるホモという言葉には、彼女らなりの特別な意味合
いが付加されていた。しかし彼女らなりの特別な意味をもった「ホモ」という言葉は、SNS
等を介して度々拡散され、その意味を共有しない人々へも伝わることとなった。 







                                                   
41 ケタ. ネット上にたゆたう＜腐女子＞：批評の場と言葉（特集 BL ボーイズラブ オン・
ザ・ラン！）. ユリイカ. 2012, vol. 44, p. 196-199. 
42 一方で、「ホモ」という言葉を悪意なしに使う BL 愛好者たちに便乗する形で、この言
葉を、悪意を持った他者（例えばホモフォビアをもつ人々）に使用される可能性も考え得
る。 




1545041733-1494339168.1545041733, (参照 2018-12-18). 
40 
 












者（A さん、C さん）も存在した。 
さらに、BL 愛好者としての特別な意味合いと、セクシュアル・マイノリティ当事者とし
ての差別的な意味合いとの間での葛藤があることも発見できた。 












A さんは BL という言葉が「フィットしない」ために、また「パワーワード」としてホモと
いう言葉が用いられるという考えから、ホモという言葉に代わる「新しい言葉を発明する、
なりしないと」と、何とかしてこの言葉が使われないようになって欲しいという意識をもち、
                                                   








































4.3 それでも BL書籍を読みつづける理由 
4.3.1 葛藤をかかえる BL愛好者 





の意味において葛藤に苦しむ人々が BL 愛好をなぜ続けるのか46を、BL 書籍に求めるもの
を中心として述べていく。 
 「ホモ」という言葉の意味がもつ両面性に、比較的強い葛藤を抱えていたのが A さんで
ある。また C さんは、「ホモ」という言葉を流されて使いながらも、当事者間でのその言葉
の意味合いに比較的早いうちから自覚的だった。まずは言葉の意味の両面性を自覚し、これ
に葛藤を覚えていた調査協力者である A さん、C さんについて考察する。 
 A さんはセクシュアル・マイノリティ当事者という立場、また支援者という立場として、
「ホモ」という言葉と向き合ってきた。多くの BL 愛好者とも SNS 上で交流をもち続けて
いるのは自分自身の研究のため、または BL 愛好者への啓蒙のためかもしれない。しかし A
さんにとって BL を愛好しつづけることは、深い意味をもった行為であった。 
 A さんが BL 書籍を愛好しはじめたのは、その恋愛物語への深い「共感」からであった。
これは A さんにとって、BL 書籍の物語でしか得られない要素の一つである。また A さん










 また C さんからは、A さんのいう「対等な関係性」への志向をより強く感じた。C さん
は男尊女卑な価値観の強く残る地域で育つ中で、特に「女性全体を見下す」父親の影響を強
く受け、一時期は男性全般に嫌悪感を抱くようにまでなった。それにも関わらず男性が主役
として登場する BL 書籍を読んでいたのはそこに対等さが描かれていたからであり、BL 書
籍を読むことによって男尊女卑的な価値観の乗り越えを行っていたのだと推察できる。 





                                                   
























で楽しめる、しかし単なる友情とも違った特別な関係性への追求が、B さんを BL 愛好者た
らしめていた。 
 
4.3.2 ゲイ当事者としての葛藤を抱える BL愛好者 
 F さんは、ゲイ当事者として「ホモ」という言葉に嫌悪感を抱きながらも、BL 愛好を続









                                                   


















































F さんにとっての BL 書籍は、ゲイ当事者としての F さんが、実際の恋愛では得ることが
困難な要素を補うものとして存在していた。A さんや C さんのような「対等な関係性」へ
の志向はなく、むしろ男女のジェンダー役割的なものが付与されることへの志向も感じら
れた。しかしこれは F さん自身がこれまで得ようとしても得ることのできなかったもので
あり、だからこそ BL 書籍に対して求めるのである。 
さらに以上の四名は、現実において自身が獲得できなかった要素を BL 書籍に求めている























第 5章 結論 
 本研究は多様なセクシュアリティをもつ BL 愛好者に焦点をあて、彼らのセクシュアリテ























に、BL 愛好者自身が BL 愛好を隠すことや卑下することの問題についても、今後詳細を調
査することが必要であろう。 






















ズム. 松尾精文, 松川昭子訳. 而立書房, 1995, 302p. 
相田美穂. 期待される腐女子像からのエクソダス―「可能性」の読み込み／誤読に関する一
考察―. 広島修大論集. 2013, vol. 54, no. 1, p. 207-220. 
東園子. 女性のホモソーシャルな欲望の行方：二次創作「やおい」についての一考察. 分化
の社会学：記憶・メディア・身体. 大野道邦, 小川伸彦編. 文理閣, 2009, 286p. 
石田仁. 「ほっといてください」という表明をめぐって：やおい／BL の自律性と表象の横
奪（特集 BL スタディーズ）. ユリイカ. 2007, vol. 39, p. 114-123. 
ケタ. ネット上にたゆたう＜腐女子＞：批評の場と言葉（特集 BL ボーイズラブ オン・ザ・
ラン！）. ユリイカ. 2012, vol. 44, p. 196-199. 
中井啓人, 大藪毅. 日本型 LGBT ムーブメントの提案：日本における欧米型 LGBT ムーブ
メントの成果と課題から見えること. 慶應義塾大学, 2016, 修士論文. 
堀あきこ. リアルとファンタジー、その狭間で見る夢（特集 BL ボーイズラブ オン・ザ・ラ
ン！）. ユリイカ. 2012, vol. 44, p. 178-183. 
溝口彰子. BL 進化論. 太田出版, 2015, 356p. 
森山至貴. LGBT を読みとく：クィア・スタディーズ入門. ちくま新書. 2017, 237p. 
 
 
”【オリコン年間】『おっさんずラブ』ドラマ DVD、BD 年間ランキング 1 位 名実ともに
今年の代表作へ”. ORICON NEWS. https://www.oricon.co.jp/news/2125860/full/, (参照
2018-12-20). ” 
「おっさんずラブ」見逃し配信も桁違い！テレ朝史上初の 100 万回再生突破”. ザ・テレビ
ジョン. https://thetv.jp/news/detail/150081/p2/, (参照 2018-12-20). 
“「おっさんずラブ」流行語大賞トップテン チコちゃん表彰式登場へ”. マイナビニュース. 
https://news.mynavi.jp/article/20181203-734761/, (参照 2018-12-20). 
“これまでの TRP”. 東京レインボープライド. https://tokyorainbowpride.com/archives/, 
(参照 2018-12-20). 
“同性カップル「パートナーシップ制度」広がるか 全国で 9 自治体が導入”. 財経新聞. 








2%A2%E3%83%AA%E3%83%86%E3%82%A3-1554311, (参照 2018-12-27). 
”社会調査基礎用語”. 社会調査 NOW. 
49 
 
http://www.jasr.or.jp/online/content/glossary/glossary.html, (参照 2019-01-01). 





















   ＊＊＊＊ 様 
筑波大学大学院 図書館情報メディア研究科 
















































































































 1. 研究目的 
 2. 調査方法 
 3. 研究への参加協力の自由意思と拒否権 
 4. 調査の影響と対策について 
 5. 個人情報の保護 





平成  年  月  日 
 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  早速お返事が遅れてしまって申し訳ありません 





















































































































































―：よかった！！笑  大丈夫です〜。 
長々とお付き合い頂いてすみませんが、また近いう




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































E:紙…紙よりも Web がちょっと多いくらい 
―：うーん、Web だとなんかそういう、なんだろう、Web
コミみたいな感じで読むのか、Pixiv なのか 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































F：7 か 8 カ月くらい 
―：そうなんだ。もうすぐ一年 



































































































































































































































































































































































































―：親と SNS で繋がってるのって面白いですよね 
F：まあね確かに 











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（二次創作以外の BL コンテンツについて） 
G：商業は、人から薦められた時とか、あの、pixiv の下
の方にある、あの、あれ。あと BLCD とかですかね。漫














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































休みで 10 万ぐらい稼ぎました、ひと月で。（笑い）15 日
とか入ると。そんぐらいになりますね。扶養外れる手前
までで 



































































































































































では BL は好きです 
―：なるほど 























































































































































































































































②は 6 年くらいですね～バイの女性です 
―：ありがとうございます！
 
